
今福線研究分科会現地踏査 

木村 賢一

１ ． はじ めに 

広浜鉄道今福線は、 昨年度の「 広浜鉄道今福線を活かすシンポジウムの

開催」 をきっかけに、「 し まね景観賞； 奨励賞」 の受賞、 モニタ ーツアー

の開催などにより 、 より 一層盛り 上がった年と なり まし た。  

今福線研究分科会 7 年目と なる今年度は、土木的見地から付加価値を加

えていく ため、 土木遺産である４ 連アーチ橋と 今福第４ ト ンネルの２ 箇所

を実測し 、 図面作成を目的と する現地踏査及び、 地元による新規施設の視

察を行いまし た。  

ここでは、 現地踏査について詳述し ます。

２ ． 現地踏査概要 

( 1) 日時・ 場所 

①平成 28 年 11 月 5 日： ４ 連アーチ橋と 今福第４ ト ンネル( 土木遺産)  

第１ 下府川橋梁～旧線 

②平成 28 年 11 月 6 日： 有福第３ ト ンネル 

図. 1 現地踏査場所

11 月 6 日現地踏査

11 月 5 日現地踏査

11 月 5 日現地踏査
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( 2) ４ 連アーチ橋と 今福第４ ト ンネル 

  スタ ッ フ、巻尺、コンベッ クス等による実測及び、シュミ ッ ト ハンマー、

RCレーダーによる鉄筋調査を行いまし た。  

写真. 1 ４ 連アーチ橋実測状況

写真. 2 今福第４ ト ンネル実測・ ｼｭﾐｯﾄﾊﾝﾏー 調査状況 
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図. 2 ４ 連アーチ橋構造図

( 3) 第１ 下府川橋梁～旧線 

第１ 下府川橋梁～旧線区間については、 これまで目視による現地踏査を

行ってきまし たが、 改めて現地踏査を行いまし た。 また、 佐野・ 宇津井地

区まちづく り 推進委員会による新規施設の視察を行いまし た。  

  ①休憩所・ ト イレ 

来訪者のための休憩所と ト イレが新設さ れていまし た。 ト イレは自然

にやさ し いバイオト イレです。 地元の熱意・ 熱心さ に感服し まし た。  

写真. 3 休憩所・ ト イレ

休憩所

ト イレ
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写真. 5 バイオト イレ

写真. 4 ト イレ内部

②来訪記念カード  

今福線の見所でひと つである旧線と 新線の分岐点( 下長屋ト ンネルの

手前) は、 安全確保のため立ち入り 禁止区間と なっています。  

有刺鉄線付きのフェ ンスが昨年度設置さ れており 、 来訪者をがっかり

さ せるものでし た。  

と ころが、 見学者記録簿と 来訪記念カード が入った木箱が設置さ れて

いまし た。 見学者記録簿に記入すれば、 来訪記念カード を自由に持ち帰

ること ができます。 見学者名簿には北海道からの来訪者があり まし た。  

鉄道ファ ンの行動力と 佐野・ 宇津井地区まちづく り 推進委員会の心遣

いに頭が下がり ます。  

写真. 6 木箱

木箱
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写真. 7 見学者記録簿

写真. 8 来訪記念カード

( 4) 有福第３ ト ンネル 

現地踏査 2 日目は、 これまで 

現地踏査を行っていない有福第

３ ト ンネルについて、 目視によ

る現地踏査を行いまし た。  

写真. 9 有福第 3 ト ンネルから県道田所国府線を望む
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３ ． おわり に 

今福線は、「 広浜鉄道今福線を活かすシンポジウム」 をきっかけと し た

情報発信及び、 地元の熱意等によって、 より 一層盛り 上がっています。  

「 ２ . 現地踏査」 で紹介し た佐野・ 宇津井地区まちづく り 推進委員会に

よる休憩所、 ト イレ及び来訪記念カード の新設以外に、 他地区も看板の設

置や伐採等の維持管理に努めるなど、 今回の現地踏査で地元の熱意と 心遣

いに感服し まし た。  

今福線はコ ンクリ ート アーチ橋に手摺り が無い、 既存手摺り の老朽化、

ぬかるんで通行が困難な箇所があること により 、 立ち入り 禁止区間が多く

存在し ます。 また、 周辺の道路は狭く 駐車スペースがない箇所も多いこと

によって受け入れ体制が不十分です。  

安全の確保及び、 受け入れ態勢の充実が今後の課題です。  

今福線研究分科会は今年度、 土木的見地から付加価値を加えていく ため、

土木遺産である４ 連アーチ橋と 今福第４ ト ンネルについて実測による図

面作成を行いまし た。  

今後は、 図面作成等による土木的見地からの付加価値を加える活動によ

って、 今福線の地域資源と し ての活用、 地域活性化に貢献し たいと 考えま

す。  

－以上－ 
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